
介護員会議
食事の時間や入浴方法などの変更など意見
の交換・共有・変更が出来た 身体拘束委員

勉強会を通じて身体拘束につい
ての知識を深められた

相談員会議
利用者様の問題点についてのア
プローチ方法等を検討できた

虐待防止委員
言葉使いについて様々なケース
考え方についての理解を深めた
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■会議・委員会計画実績・効果

会議委員会名 実績・効果 会議委員会名 実績・効果

部門別第2水曜日ｐｍ
各職種の連携力強化・共有すべき事由業務
について話し合いが出来た ポイント委員会

看護師会議
課内の課題について話し合を実
施出来た。共通理解に時間がか
かる

事故予防委員
事故報告書の書き方や期日につ
いて修整できた

法人相談員会議 処遇委員 外出等に繋げる事ができた

新施設になってPt活動が少なく
なっており改善の必要性までは話
合えた

■職員研修計画と実績

研修 名称 参加実績 研修 名称 参加実績
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R8.3.31

目
標

本年テーマ
（計画）利用者様の生活の安定　収入の安定　地域との連携作り

（評価）　利用者様の生活も落ち着いて来られ収入もほぼ計画通り　地域との連携に課題を残す
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■令和７年度処遇及び運営方針に対しての評価

（計画）・食事時間や入浴時間・入浴方法等の一日のライフサイクルを柔軟に改善していく

・園内行事や外出等の方法検討・実施・改善

令和７年度事業報告書
事業
所名

養護老人ホームしおかぜ琴浦園 作成者 杉原弘茂 作成日

地域性も見ながら清掃活動には参加を行った

(評価)

・園内の利用者様のライフサイクル及び状態に応じて各時間の変更等を実施出来た。外出についてはインフルエンザ

・勤務形態も必要に応じて変更を行う

・琴浦園（特定も含め）６０名以上をキープするため、行政・高齢者支援センターとの連携を密にする

・地域清掃などの地域行事への参加

警報以外の期間に実施を行った。勤務形態については10時間労働にむけてやっと始動しはじめたところです。

入所者数も若干減り気味なのでしっかり相談員が主体となり連携を取っていく必要がある。地域活動については



（総評）　　　少しづつ職員利用者共に施設に慣れてきました。慣れてくる過程において、転倒リスクが低いと思われる利用者様の転
倒が相次ぎ、環境の変化によって発生するリスクについて考えさせられました。　業務の方は職員も業務の流れを概ね把握したな
かで、我流がでたり、言葉使いに対する配慮が不足している場面も増えたと思います。来年度の課題として言葉使いに取り組んで
いきます。定員数に対しての入所者数も入院等もあり減少傾向。相談員を主体として役所や支援センターとパイプの再構築の必要
があるのでそこにも取り組んでいきます。また、新施設に移ってもっと利用者様の生活に寄り添いながら、外出回数などを増やして
行きます。業務改善としては特定施設の一般型に変更に伴う書類や記録の取り方などを確認しながら実施していく。10時間労働導
入についてはなかなか前に進むことができず、デメリットばかりが先に考えてしまう傾向もあり、新施設に移って変えるなら今しかない
ことを伝えながら話し合いを行ったが来年度の課題となってしまいました。                                                   〇当初予算
￥174,571,515   〇実績（概算）￥178,486,079    〇利用者数（計画）60名以上　〇利用者数（確定）60.32名

２ 月
虐待防止・身体拘束

・節分会

３ 月
・ひなまつり会

１２月
・年忘れ

１ 月
・新年祝賀会
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■月別行事（下段）・内部研修報告（上段）

月 度

４ 月
・喫茶会

５ 月
虐待防止・身体拘束

・喫茶会

１０月

６ 月
・ピザ作り

７ 月
BCP勉強会（災害）

・七夕かき氷会

・外出月間

１１月
BCP勉強会（感染症）

・サンマ焼き　豚汁　焼き芋会

８ 月

９ 月
認知症研修

・敬老祝賀会

夜間想定火災避難訓練
初めての夜間想定避難訓練ではあった。時間はかかり気味（15分）
だったので課題を修正しながら引き続き実施していく
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■災害訓練計画・実績

訓練予定月 実施月 訓 練 目 的 訓練評価

3月 3月


